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Q25a 超新星残骸 RX J1713.7-3946 における星形成
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超新星残骸 RX J1713.7-3946 は、TeVガンマ線をやシンクロトロンX線を放射する SNRの一つであり、宇宙
線加速の面から注目される。Fukui et al. (2003)は、この超新星残骸に附随する分子雲を特定し、距離が約１ kpc
であることを明らかにした。
今回我々は、NANTEN2サブミリ波望遠鏡による 12CO(J=2-1),13CO(J=2-1)輝線観測を行い、SNRに付随

し IRAS点源を含む Peak A, C, D 高密度分子雲の分布を、90秒角の分解能で明らかにした。さらに 13CO の強
度が最も強い Peak C については、12CO(J=4-3)輝線観測により、その構造を 38秒角の分解能で明らかにした。
主な結果は、以下のようにまとめられる。
１）中心に IRAS点源のある分子雲 Peak A, C, D については、13COが有意に検出された。
２）LVG解析により、各分子雲コアの密度は ∼ 104 cm−3であることが明らかになった。
３）12CO(J=4-3)輝線観測により、Peak C において双極分子流が発見された。中心にはいくつかの赤外線源が
存在し、半径 r−2に比例する密度勾配を持つことからも、活発な星形成が起きていることが示唆される。
４）Peak A, C, D 周辺において、シンクロトロン X線放射の増光が確認された。このことから超新星残骸に飲
み込まれた分子雲塊であることが示唆される。
本講演では、以上の結果に基づいて、星形成のシナリオについて論じる。


